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１．当四半期決算に関する定性的情報

(1）経営成績に関する説明

 当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、雇用・所得環境の改善傾向は続く一方で、世界経済の下振れリス

ク等もあり、先行き不透明な状況となっています。個人消費については、物価上昇への懸念から停滞感が続いており、

また、「平成28年熊本地震」の影響による一部メーカーの減産等の影響もあり、景気の先行きは不透明な状況が続いて

おります。

 このような経営環境のなか、当社グループは、事業の長期的な成長を重視し、すべての活動を「プリントにつなげ

る」戦略を強化することで、当連結会計年度の計画を推進してまいりました。

 実施した施策は、以下のとおりです。 

①「カメラのキタムラ」を４店、「スタジオマリオ」を３店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」を１店、合

計８店出店しました。退店は、「カメラのキタムラ」12店、「スタジオマリオ」１店の合計13店です。移転は、

「カメラのキタムラ」７店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」３店の合計10店です。また「カメラのキタ

ムラ」８店、「スタジオマリオ」２店、「Apple正規サービスプロバイダ認定店」２店の合計12店を、リニューア

ルしました。

②スマートフォンの販売店舗数は２店増加し448店になりました。取扱いキャリアでは、ドコモを１店減少し439店

に、ａｕを13店増加し325店に、ソフトバンクは増減なしの301店になりました。また、３キャリア（ドコモ、ａ

ｕ、ソフトバンク）の併売店は、４店増加し254店になりました。

③「スタジオマリオ」では、「七五三超早撮りキャンペーン」を実施し、ご好評をいただきました。その結果、当第

２四半期連結累計期間において、売上高は前年同期比2.3％増、客数は前年同期比0.8％増、客単価は前年同期比

1.5％増となりました。

④平成28年４月26日に、「スタジオマリオ」のホームページをリニューアルしました。「ひとに最もお勧めしたい記

念日スタジオ」「上質でシンプルなデザイン」をテーマにリニューアルしました。撮影サービスやキャンペーン情

報、商品などイメージも見やすくし、TOPページには、「わくわくするような親子体験」を伝える動画を掲載しま

した。また、スマートフォンやタブレットから来訪されるお客さまに対応するために、見やすく操作しやすいレイ

アウトにしました。

⑤「スタジオマリオ」は白を基調とした店舗デザインに一新し、平成28年９月までに244店舗を改装しました。お子

さまと一緒にご家族みんなで「記念日撮影」を楽しんでいただけるスタジオを目指します。

⑥「フォトブック」のネット注文サイトをリニューアルしました。「カメラのキタムラ」店頭のプリント受付機とご

自宅のパソコンの注文画面が同じになりました。また、種類やデザインが選びやすくなり、操作も簡単になりまし

た。

⑦中古カメラの販売強化策として、平成28年６月29日より、「キタムラネットショップ」で、「トクトク交換サービ

ス」を開始しました。カメラご購入時に、お持ちのカメラ・レンズの下取りを同時にお申し込みいただくと、差額

分のお支払いでご購入いただける宅配限定のサービスです。

 

 この結果、当第２四半期連結累計期間において当社グループの実績は、売上高は64,995百万円（前年同期比10.4％

減）となりました。「平成28年熊本地震」の影響によるデジタルカメラ等の減産の影響や、スマートフォン等の販売が

低調であったこと、また天候不順等によるイメージング部門の売上減少もあり減収となりました。利益面では営業損失

3,378百万円（前年同期は2,126百万円の営業損失)、経常損失3,272百万円（前年同期は2,016百万円の経常損失）、親

会社株主に帰属する四半期純損失3,865百万円（前年同期は2,550百万円の親会社株主に帰属する四半期純損失）となり

ました。

 

 セグメントの業績は次のとおりであります。

（店舗販売）

 取扱店舗を拡大したApple製品修理サービス及び証明写真が好調に推移しましたが、スマートフォン販売及びカメ

ラ販売が減少したこと、またデジカメプリント等の販売が減少したことにより売上高が減少しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は57,385百万円（前年同期比11.1％減）となり、3,121百万円の

セグメント損失（前年同期1,752百万円のセグメント損失）となりました。

 

（レンタル）

 コミックレンタル、文房具の販売が好調に推移したものの、販売用の映像及び音楽ソフト、ＣＤレンタル、ＤＶＤ

レンタルが減少したことにより売上高が減少しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,446百万円(前年同期比4.4％減）となり、56百万円のセグメ

ント利益(前年同期比6.2％減）となりました。
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（服飾卸販売）

 主力商品である「ＯＵＴＤＯＯＲ ＰＲＯＤＵＣＴＳ」のバックの卸販売が減少したものの、ロイヤリティー事業

の収益増加により利益が増加しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は741百万円（前年同期比10.0％減）となり、90百万円のセグメ

ント利益（前年同期比74.4％増）となりました。

 

（写真卸販売）

 アルバム分野、学校写真分野を中心にプリント全般の卸売が好調に推移しましたが、商品の卸販売が減少したこと

により売上高が減少しました。また事業拡大のために費用が増加したことにより利益の減少となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は2,208百万円（前年同期比1.7％減）となり、191百万円のセグ

メント損失（前年同期は53百万円のセグメント損失）となりました。

 

（医療用機器卸販売）

 大型機器販売が減少したことにより売上高が減少しました。しかしながら、内視鏡機器・保守サービスが好調に推

移したことにより利益の増加となりました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は1,920百万円（前年同期比9.2％減）となり、112百万円のセグ

メント利益（前年同期比4.8％増）となりました。

 

（その他）

 パソコン販売、修理サービス、課金サービス販売が好調に推移したことにより売上高が増加しました。

 この結果、当第２四半期連結累計期間での売上高は293百万円（前年同期比3.3％増）となり、11百万円のセグメン

ト利益（前年同期比53.2％増）となりました。

 

(2）財政状態に関する説明

（資産）

 当第２四半期連結会計期間末の総資産は69,015百万円となり、前連結会計年度末に比べ6,594百万円増加しまし

た。これは主に受取手形及び売掛金が858百万円、商品が695百万円減少したものの、現金及び預金が7,872百万円増

加したこと等によるものであります。

 

（負債） 

 当第２四半期連結会計期間末の負債は53,966百万円となり、前連結会計年度末に比べ10,835百万円の増加となりま

した。これは主に支払手形及び買掛金が2,417百万円減少したものの、長期借入金（1年内返済予定を含む）が8,707

百万円、短期借入金が3,640百万円増加したこと等によるものであります。

 

（純資産） 

 当第２四半期連結会計期間末の純資産は15,049百万円となり、前連結会計年度末比4,240百万円の減少となりまし

た。これは主に利益剰余金が4,223百万円減少したこと等によるものであります。この結果、自己資本比率は21.7％

となりました（前連結会計年度末は30.7％）。

 

(3）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 平成29年３月期の業績予想につきましては、平成28年５月13日公表の「平成28年３月期決算短信」に修正はございま

せん。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

(1）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

(2）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当第２四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用

後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

(3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

 会計方針の変更 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用）

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備

及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 なお、この変更による損益に与える影響額は軽微であります。

 

(4）追加情報

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四半

期連結会計期間から適用しております。

 

（役員退職慰労金制度の廃止） 

 当社は、役員の退職慰労金の支給に備えるため、内規に基づく要支給額を「役員退職慰労引当金」として計上して

おりましたが、役員退職慰労金制度の廃止に伴い、平成28年６月20日開催の第82期定時株主総会において、役員退職

慰労金の打ち切り支給を決議いたしました。

 これに伴い、第１四半期連結会計期間において「役員退職慰労引当金」の全額を取り崩し、打ち切り支給額の未払

金564百万円については固定負債の「その他」に含めて表示しております。

 

（厚生年金基金の解散について）

 当社が加入する「東京実業厚生年金基金」は、平成28年７月20日に開催された代議員会での解散決議に基づき解散

認可を申請し、厚生労働省より平成28年９月30日付で基金解散が認可されました。なお、基金の解散による負担額は

発生しない見込みであります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 6,590 14,462 

受取手形及び売掛金 7,814 6,956 

商品 12,625 11,929 

原材料及び貯蔵品 788 800 

前払費用 650 861 

繰延税金資産 456 456 

未収入金 3,032 2,509 

その他 539 397 

貸倒引当金 △71 △64 

流動資産合計 32,426 38,309 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 14,307 14,554 

減価償却累計額 △10,336 △10,145 

建物及び構築物（純額） 3,970 4,409 

機械装置及び運搬具 1,294 1,305 

減価償却累計額 △1,121 △1,141 

機械装置及び運搬具（純額） 173 163 

工具、器具及び備品 8,383 8,710 

減価償却累計額 △6,144 △6,163 

工具、器具及び備品（純額） 2,238 2,547 

土地 5,567 5,486 

リース資産 5,648 6,610 

減価償却累計額 △1,847 △2,334 

リース資産（純額） 3,801 4,275 

建設仮勘定 62 15 

有形固定資産合計 15,814 16,897 

無形固定資産    

ソフトウエア 1,455 1,327 

その他 695 673 

無形固定資産合計 2,151 2,000 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,070 931 

長期貸付金 42 42 

長期前払費用 150 139 

繰延税金資産 1,398 1,405 

敷金及び保証金 8,582 8,502 

仕入先長期積立金 775 775 

その他 64 64 

貸倒引当金 △55 △54 

投資その他の資産合計 12,029 11,807 

固定資産合計 29,994 30,705 

資産合計 62,420 69,015 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成28年３月31日) 
当第２四半期連結会計期間 

(平成28年９月30日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 13,938 11,521 

短期借入金 1,460 5,100 

1年内返済予定の長期借入金 4,351 5,740 

未払法人税等 386 415 

未払消費税等 491 56 

未払費用 2,457 2,427 

賞与引当金 950 869 

役員賞与引当金 28 － 

設備関係支払手形 80 906 

その他 4,175 4,603 

流動負債合計 28,320 31,641 

固定負債    

長期借入金 6,336 13,655 

役員退職慰労引当金 703 － 

退職給付に係る負債 4,300 4,367 

商品保証引当金 305 293 

資産除去債務 142 142 

その他 3,022 3,866 

固定負債合計 14,810 22,324 

負債合計 43,130 53,966 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,852 2,852 

資本剰余金 2,604 2,604 

利益剰余金 13,923 9,699 

自己株式 △12 △12 

株主資本合計 19,367 15,143 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 186 112 

退職給付に係る調整累計額 △360 △306 

その他の包括利益累計額合計 △173 △194 

非支配株主持分 95 99 

純資産合計 19,289 15,049 

負債純資産合計 62,420 69,015 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

売上高 72,559 64,995 

売上原価 48,221 41,989 

売上総利益 24,338 23,006 

販売費及び一般管理費 26,465 26,384 

営業損失（△） △2,126 △3,378 

営業外収益    

受取利息 1 0 

受取配当金 13 12 

受取手数料 38 32 

仕入割引 74 51 

その他 81 97 

営業外収益合計 208 195 

営業外費用    

支払利息 68 56 

支払手数料 18 17 

売上割引 4 2 

その他 6 12 

営業外費用合計 98 89 

経常損失（△） △2,016 △3,272 

特別損失    

固定資産除却損 122 103 

減損損失 31 171 

投資有価証券売却損 27 2 

特別損失合計 181 277 

税金等調整前四半期純損失（△） △2,198 △3,550 

法人税等 349 311 

四半期純損失（△） △2,547 △3,861 

非支配株主に帰属する四半期純利益 2 4 

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △2,550 △3,865 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

四半期純損失（△） △2,547 △3,861 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 △31 △74 

退職給付に係る調整額 44 53 

その他の包括利益合計 13 △20 

四半期包括利益 △2,534 △3,882 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △2,537 △3,886 

非支配株主に係る四半期包括利益 2 4 
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前四半期純損失（△） △2,198 △3,550 

減価償却費 1,495 1,717 

減損損失 31 171 

貸倒引当金の増減額（△は減少） △5 △7 

賞与引当金の増減額（△は減少） 16 △80 

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △28 △28 

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 82 142 

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △46 △703 

商品保証引当金の増減額（△は減少） △10 △11 

受取利息及び受取配当金 △14 △13 

支払利息 68 56 

投資有価証券売却損益（△は益） 27 2 

固定資産除却損 118 88 

売上債権の増減額（△は増加） 2,582 858 

たな卸資産の増減額（△は増加） 407 683 

その他の資産の増減額（△は増加） △1,118 456 

仕入債務の増減額（△は減少） △2,216 △2,417 

その他の負債の増減額（△は減少） △779 △480 

その他 11 585 

小計 △1,577 △2,529 

利息及び配当金の受取額 14 13 

利息の支払額 △68 △59 

法人税等の支払額 △551 △318 

営業活動によるキャッシュ・フロー △2,182 △2,893 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

定期預金の預入による支出 △260 △260 

定期預金の払戻による収入 260 260 

有形固定資産の取得による支出 △769 △549 

有形固定資産の売却による収入 － 5 

無形固定資産の取得による支出 △200 △119 

投資有価証券の売却による収入 647 31 

敷金及び保証金の差入による支出 △206 △229 

敷金及び保証金の回収による収入 302 301 

貸付けによる支出 △2 △2 

貸付金の回収による収入 1 2 

資産除去債務の履行による支出 － △6 

投資その他の資産の増減額（△は増加） △18 △7 

投資活動によるキャッシュ・フロー △246 △573 

 

- 9 -

㈱キタムラ(2719) 平成29年３月期　第２四半期決算短信



 

    （単位：百万円） 

 
前第２四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 

 至 平成27年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入金の純増減額（△は減少） 780 3,640 

長期借入れによる収入 4,700 11,400 

長期借入金の返済による支出 △3,039 △2,692 

配当金の支払額 △357 △356 

ファイナンス・リース債務の返済による支出 △442 △651 

財務活動によるキャッシュ・フロー 1,640 11,339 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △788 7,872 

現金及び現金同等物の期首残高 6,171 5,423 

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,383 13,295 
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ前第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
64,531 2,557 823 2,247 2,115 72,275 284 72,559 － 72,559 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ － 51 183 － 235 － 235 △235 － 

計 64,531 2,557 875 2,430 2,115 72,510 284 72,795 △235 72,559 

セグメント利益又

は損失（△） 
△1,752 59 51 △53 106 △1,587 7 △1,579 △436 △2,016 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△436百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△449百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額12百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。
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Ⅱ当第２四半期連結累計期間（自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

                  （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 

（注）１ 
合計 

調整額 
（注）２ 

四半期連結 
損益計算書 

計上額 
（注）３ 

  店舗販売 レンタル 
服飾卸 
販売 

写真卸 
販売 

医療用機器

卸販売 
計 

売上高                    

外部顧客への

売上高 
57,385 2,446 741 2,208 1,920 64,701 293 64,995 － 64,995 

セグメント間

の内部売上高

又は振替高 
－ － 23 187 － 210 － 210 △210 － 

計 57,385 2,446 764 2,396 1,920 64,912 293 65,206 △210 64,995 

セグメント利益又

は損失（△） 
△3,121 56 90 △191 112 △3,055 11 △3,043 △229 △3,272 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、パソコン販売事業等を

含んでおります。

２．セグメント利益又は損失の調整額△229百万円には、当社グループ間の受取配当金の相殺△229百万

円、グループ会社間の未実現損益の調整による影響額０百万円が含まれております。

３．セグメント利益又は損失は、四半期連結損益計算書の経常損失と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

 当第２四半期連結累計期間において、固定資産に係る重要な減損損失はありません。

 

（のれんの金額の重要な変動）

 該当事項はありません。

 

（重要な負ののれん発生益）

 該当事項はありません。

 

３．報告セグメントの変更等に関する事項

 前連結会計年度末より、従来「その他」に含まれていた「医療用機器卸販売事業」について、量的な重要

性が増したため、報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報については、当第２四半期連結累計期間の報告セグメ

ントの区分に基づき作成したものを開示しております。

 

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間に「平成28年度税制改正に係る減価償却方

法の変更に関する実務上の取扱い」を適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に

係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更に伴う報告セグメントごとの影響額は軽微であります。
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